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テキスト，プリント理科【小5】4月 指導ユニット 『 』指導語彙・表現
指導ユニット 指導語彙・表現 S3 中級指導 S4 上級指導

天気と情報（１） ★１日の雲のようすを観測したり，映像などの情報を活用したりして，雲の動きなどを調べ，天気
の変化のしかたについての考えをもつことができるようにする。

１ 天気の変化 ●雲の量や動きは，天気の変化と関係あること。
●天気の変化は，映像などの気象情報を用いて予想できること。

１ 天気と雲 【用語】 集中ごう雨 雨量計 天気予報 気象予報士 気象衛星 気象レーダー
アメダス(地いき気象観測システム)

２ 天気の変わり方 けん雲 積雲 けん積雲 そう積雲 らんそう雲 積らん雲
○けん雲－高い空に見られるはけでかいたような白い雲。すじ雲ともよばれている。
○積雲－低い空に見られる白い雲。わた雲ともよばれている。
○けん積雲－高い空に見られる丸く小さな白い雲。うろこ雲やいわし雲とよばれている。
○そう積雲－低い空に見られるいろいろな形がある雲。うね雲ともよばれている。
○らんそう雲－低い空に広がるあついはい色または黒い雲。

雨をふらすので雨雲ともよばれている。
○積らん雲－低い空から高い空まで広がる雲。

夏によく見られる雲で、入道雲やかみなり雲ともよばれている。
○「晴れ」と「くもり」の決め方

， 「 」， 「 」。空全体の広さを10としたとき 雲のしめる量が０~８のときは 晴れ ９～10のときは くもり

， ， 。？天気と雲にはどんな関係があるのだろうか 雲のようすを観察して 天気の変わり方を調べよう
→天気は，雲の量がふえたりへったりすることや，雲が動くことによって変化している。
また，雲にはいろいろな種類があリ，なかには雨をふらす雲もある。

？天気はどのように変わっていくのだろうか。
→このごろの日本付近では，雲が西から東へ動いていくので，天気もおよそ西から東へと変わって
いく。
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【指導の流れ】 ①語彙・表現・テキスト → ② プリント(問題) → ③ テスト → ④評価 → ⑤課題
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テキスト，プリント理科【小5】5月 指導ユニット 『 』指導語彙・表現
指導ユニット 指導語彙・表現 S3 中級指導 S4 上級指導

生命のつながり（１） ★植物を育て，植物の発芽のようすを調べ，植物の発芽とその条件についての考えをもつことがで
きるようにする。

２ 植物の発芽 ●植物は，種子の中の養分をもとにして発芽すること。
●植物の発芽には，水，空気及び温度が関係していること。

１ 発芽の条件 【用語】 だっしめん 養分 種子 インゲンマメ(金時豆，大福豆，とら豆，うずら豆など)
発芽 養分 子葉 ヨウ素液 ヨウ素でんぷん反応

２ 発芽と養分
○ヨウ素でんぷん反応－ヨウ素液は，でんぷんにふれると青むらさき色に変化する。

？種子が発芽するために，水は必要なのだろうか。
→インゲンマメの種子が発芽するためには，水が必要である。

？種子が発芽するために，空気は必要なのだろうか。
種子の発芽に温度は関係しているのだろうか。

→インゲンマメの種子が発芽するためには，水のほかに，空気と発芽に適した温度が必要である。

？種子の中には，発芽するために必要な養分がふくまれているのだろうか。
→インゲンマメの種子には，発芽に必要な養分がたくわえられている。

？種子の中にはどのような養分がふくまれているのだろうか。
→インゲンマメの種子には，でんぷんとよばれる養分がふくまれている。

生命のつながり（２） ★植物を育て，植物の成長のようすを調べ，植物の成長とその条件についての考えをもつことがで
きるようにする。

３ 植物の成長 ●植物の成長には，日光や肥料などが関係していること。

【用語】 植物の成長の条件 パーライト 肥料

？植物の成長に、日光が関係するのだろうか。また，肥料が関係するのだろうか。
→インゲンマメの成長には，日光と肥料が関係している。
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【指導の流れ】 ①語彙・表現・テキスト → ② プリント(問題) → ③ テスト → ④評価 → ⑤課題
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テキスト，プリント理科【小5】6月 指導ユニット 『 』指導語彙・表現
指導ユニット 指導語彙・表現 S3 中級指導 S4 上級指導

生命のつながり（３） ★魚を育て，卵の変化の様子や水中の小さな生物を調べ，動物の発生や成長についての考えをもつ
ことができるようにする。

４ メダカのたんじょう ●魚には雌雄があり，生まれた卵は日がたつにつれて中のようすが変化してかえること。
●魚は，水中の小さな生物を食べ物にして生きていること。

１ メダカのたまごの変化 【用語】 せびれ しりびれ
【実験】 ぺトリ皿

○ メダカのおすとめす 『そうがん実体けんび鏡』 接眼レンズ 対物レンズ 調節ねじ アーム ステージ
【生物】 かんそうミジンコ ハゴロモモ オオカナダモ モノアラガイ タニシ

ミジンコ ツリガネムシ ワムシ タイヨウチュウ ゾウリムシ ケンミジンコ
２ 水の中の小さな生物

○メダカのおすとめすは，せびれやしりびれなど，体の形で見分けることができる。
○めすが産んだたまご(らんという)におすが出した精子が結びつくと，たまごの中で変化が始まる。

， 。○たまごと精子が結びつくことを受精といい 受精したたまごのことを受精卵 という[じゅせいらん]
○たまごから出たばかりの子メダカは，しばらくの間，ふくらんだはらの中にある養分を使って育
つ。

？たまごはどのように変化して，子メダカになるのだろうか。
→メダカは，たまごの養分を使って成長し，親と同じようなつくりの体になって，まくをやぶって
たんじょう(ふ化)する。その成長の順は決まっている。

？池の水の中には，メダカなど魚の食べ物になるものがいるのだろうか。
→池の水の中には，小さな生物がいる。

？メダカは水の中の小さな生物を食べているのだろうか。たしかめてみよう。
→自然の池や川の中には，小さな生物がいて，メダカやほかの魚などの食べ物になっている。
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【指導の流れ】 ①語彙・表現・テキスト → ② プリント(問題) → ③ テスト → ④評価 → ⑤課題
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テキスト，プリント理科【小5】7月 指導ユニット 『 』指導語彙・表現
指導ユニット 指導語彙・表現 S3 中級指導 S4 上級指導

生命のつながり（４） ★人の発生についての資料を活用して，動物の発生や成長についての考えをもつことができるよう
にする。

５ 人のたんじょう ●人は，母体内で成長して生まれること。

１ 母親のおなかの中での子ども 【用語】 子宮 胎児 羊水 たいばん へそのお[たいじ]
の成長

【母親のおなかの中での子どもの成長】
人の受精卵 は，子宮の中でおよそ38週間育てられ，身長50cmくらい，体重3 kgく[じゅせいらん]

らいに成長して生まれる。
子宮の中にいる胎児 の周りは羊水で満たされていて，胎児 はたいばんとへそのおで[たいじ] [たいじ]

母親とつながっている。成長に必要な養分などは，たいばんからへそのおを通して母親から受けと
っている。へそは，へそのおがとれたあとである。

？生まれるころの子どもは，母親のおなかの中でどのようにしているのだろうか。
また，どのように成長してきたのだろうか。

→人の子どもは母親の子宮の中で受精卵 から育ち，生まれる。子宮の中では，母親か[じゅせいらん]
ら養分をもらっている。

【指導の流れ】 ①語彙・表現・テキスト → ② プリント(問題) → ③ テスト → ④評価 → ⑤課題
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テキスト，プリント理科【小5】9月 指導ユニット 『 』指導語彙・表現
指導ユニット 指導語彙・表現 S3 中級指導 S4 上級指導

生命のつながり（５） ★植物を育て，結実のようすを調べ，結実とその条件についての考えをもつことができるようにす
る。

６ 植物の実や種子のでき方 ●花には雄しべや雌しべなどがあり，花粉が雌しべの先につくと雌しべのもとが実になり，実の
中に種子ができること。

１ 花のつくり 【用語】 おしべ めしべ がく 花びら おばな めばな 花粉 受粉
品種改良

２ 受粉の役わり ○おしべだけあってめしべのない花をおばな，めしべだけあっておしべのない花をめばなという。
○めしべの先に花粉がつくことを受粉という。

３ 生命のつながり ○植物は受粉するとめしべのもとがふくらみ，実になる。実の中には種子がある。
○アサガオなど多くの植物は，種子から芽が出て育ち，花がさく。そして，めしべの先におしべの
花粉がついて受粉すると，めしべのもとが成長して実ができる。実の中には種子ができる。
○メダカや人など多くの動物は，受精卵 が変化しながら成長し，子どもとなる。その[じゅせいらん]
子どもが育って親となり，また，子どもが生まれる。
生物はこのようにして，次の世代へと生命をつなげていく。

？アサガオの花のつくりを調べよう。
→アサガオの花には，おしべ，めしべのほかに，がくと花びらがある。

？花が開く前と開いたあとでおしべとめしべには，どのようなちがいが見られるだろうか。
→花が開く前のおしべからは花粉が出ていない。めしべの先にも，花粉はついていない。開いたあ
とは両方に花粉がついている。

？実ができるためには受粉が必要なのだろうか。
→アサガオに実ができるには，受粉することが必要である。
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【指導の流れ】 ①語彙・表現・テキスト → ② プリント(問題) → ③ テスト → ④評価 → ⑤課題
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テキスト，プリント理科【小5】10月 指導ユニット 『 』指導語彙・表現
指導ユニット 指導語彙・表現 S3 中級指導 S4 上級指導

天気と情報（２） ★一日の雲のようすを観察したり，映像などの情報を活用したりして，雲の動きなどを調べ，天気
の変化の仕方についての考えをもつことができるようにする。

１ 台風の接近と天気 ●天気の変化は，映像などの気象情報を用いて予想できること。

[ぼうふういき] [けいかいいき]【用語】 台風 台風の目 予報円 暴風域 暴風警戒域

○台風がすぎ去ると，雨や風はおさまりおだやかに晴れることが多い。

？台風はどのように動くのだろうか。また台風が近づくと天気はどう変わるのだろうか。
→台風は日本のはるか南の海の上で発生し，北のほうへ動くことが多い。天気は台風の動きによっ
て変化する。台風が近づくと多くの雨が降り ，風がとても強くなる。[ふり]

７ 流れる水のはたらき ★地面を流れる水や川のようすを観察し，流れる水の速さや量によるはたらきの違いを調べ，流れ
る水のはたらきと土地の変化の関係についての考えをもつことができるようにする。
●流れる水には，土地を浸食したり，石や土などを運搬したり堆積させたりするはたらきがある

こと。
●川の上流と下流によって，川原の石の大きさや形に違いがあること。
●雨の降り方によって，流れる水の速さや水の量が変わり，増水により土地のようすが大きく変

化する場合があること。

１ 流れる水のはたらき 【用語】 流水実験器 しん食 運ぱん たい積 森林は「緑のダム」 しん食
運ぱん たい積 上流 下流 川原 上流－大きくて角ばった石

２ 川の上流の石と下流の石 中流－小さくて丸みをおびた石 下流－小さくて丸みをもった石やすな
いかだ下り 水車

３ 流れる水と変化する土地 こう水ハザードマップ 川のライブカメラ さぼうダム スーパーていぼう
遊水地 地下調節池 ダム

４ 川とわたしたちの生活
○流れる水が，地面などをけずることをしん食，けずったものをおし流すことを運ぱん，積もらせ
ることをたい積という。

？流れる水にはどんなはたらきがあるのだろうか。また水の量がふえると流れる水のはたらきはど
うなるのだろうか。
→流れる水には，土をけずったり，けずった土をおし流したり積もらせたりするはたらきがある。
水の量がふえると，水の流れは速くなり，けずったりおし流したりするはたらきは大きくなる。
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？川の水の量がふえるのはどんなときだろうか。また，川の水の量がふえると流れる水のはたらき
で土地のようすはどうなのだろうか。
→雨が短時間にたくさんふったり，長い時間ふり続いたりすると川の水の量がふえる。川の水の量
がふえると川の流れは速くなり，土地をしん食したり，石や土などを運ぱんしたりするはたらきが
大きくなる。運ぱんされた石や土などは，流れのおそいところにたい積する。

？上流の石と下流の石では，どのようなちがいがあるのだろうか。また，どうしてこのようなちが
いができたのだろうか。
→上流の石は大きくて角ばった石が多く，下流の石は小さくて丸みをもった石が多い。

？こう水をふせぐためにどんな工夫 をしているのだろうか。[くふう]
→わたしたちは，こう水をふせぐためにていぼうなどをつくるとともに，こう水が起こったときの
ために，ひなんや救助の対さくを立ててそなえている。

【指導の流れ】 ①語彙・表現・テキスト → ② プリント(問題) → ③ テスト → ④評価 → ⑤課題
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テキスト，プリント理科【小5】11・12月 指導ユニット 『 』指導語彙・表現
指導ユニット 指導語彙・表現 S3 中級指導 S4 上級指導

８ 電磁石の性質 ★電磁石の導線に電流を流し，電磁石の強さの変化を調べ，電流の働きについての考えをもつこと
ができるようにする。
●電流の流れているコイルは，鉄芯を磁化する働きがあり，電流の向きが変わると，電磁石の極
が変わること。
●電磁石の強さは，電流の強さや導線の巻数によって変わること。

１ 電磁石 の極 【実験】 方位磁針 コイル かんいけん流計 フィラメント ブレーカー 電げんそうち[でんじしゃく] [じしん]
【用語】 回路 電磁石 プラグ ＋たんし －たんし リニアモーターカー[でんじしゃく]

２ 電磁石 の強さ ○電流の大きさを表す単位－アンぺア(Ａ)[でんじしゃく]
１Ａの1000分の1＝１mA（ミリアンペア） 500mA＝0.5Ａ

○コイル－どう線を同じ向きに何回もまいたもの
○電磁石 －コイルの中に鉄くぎなどの鉄片 を入れて電流を流したもの[でんじしゃく] [てつへん]

？かん電池のつなぎ方を反対にすると，電磁石 のN極やS極はどうなるのだろうか。[でんじしゃく]
→電流が流れる向きを反対にすると，電磁石 のN極とS極は反対になる。[でんじしゃく]

？電磁石 が鉄を引きつけるカをもっと強くするにはどうしたらよいだろうか。[でんじしゃく]
[でんじしゃく] [で→電磁石 に流れる電流を大きくしたり どう線のまき数を多くしたりすると 電磁石， ，
が鉄を引きつけるカは強くなる。んじしゃく]
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【指導の流れ】 ①語彙・表現・テキスト → ② プリント(問題) → ③ テスト → ④評価 → ⑤課題
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テキスト，プリント理科【小5】1月 指導ユニット 『 』指導語彙・表現
指導ユニット 指導語彙・表現 S3 中級指導 S4 上級指導

９ もののとけ方 ★物を水に溶かし，水の温度や量による溶け方の違いを調べ，物の溶け方の規則性についての考え
をもつことができるようにする。
●物が水に溶ける量には限度があること。
●物が水に溶ける量は水の温度や量，溶ける物によって違うこと。また，この性質を利用して，

溶けている物を取り出すことができること。
●物が水に溶けても，水と物とを合わせた重さは変わらないこと。

１ 水よう液の重さ 【実験】 上皿てんびん 電子てんびん 薬包紙 メスシリンダー ガラスぼう
ラップフィルム 食塩 さとう ホウ酸 ビーカー ろ紙 ろうと

２ 水にとけるものの量 ろうと台 じょう発皿
【用語】 水よう液 ろ過 氷水 ミョウバン 結晶 ダイヤモンド[けつしよう]

３ とかしたもののとり出し方 水晶 雪[すいしよう]

○上皿てんびん－目もり板 うで 調節ねじ 分銅
○水よう液－ものがとけている水のこと
○ろ過－液体をこしてまざっている固体をとりのぞくこと

？食塩は水にとけると見えなくなった。食塩はなくなってしまったのだろうか。
重さを調べてみよう。

→ものはとけて見えなくなっても，水の中にある。
水よう液の重さは，水の重さととかしたものの重さの和になる。
水の重さ + とかしたものの重さ ＝ 水よう液の重さ

？食塩は水にかぎりなくとけるのだろうか。
→決まった量の水にとける食塩の量にはかぎりがある。

？食塩以外のものも，水にとける量にはかぎりがあるのだろうか。
→決まった量の水にとけるホウ酸の量にもかぎりがある。

？とけ残った食塩やホウ酸をとかすには，どうしたらよいのだろうか。
→とけ残ったものをとかすには，水の量をふやしたリ，温度を上げたりすればよい。

？出てきたホウ酸をとりのぞいたら，残った液にはもうホウ酸はふくまれていないのだろうか。
→とけたものは見えないが水の中にある。また，水の量や温度を変えると，とけているものをとり
出すことができる。
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【指導の流れ】 ①語彙・表現・テキスト → ② プリント(問題) → ③ テスト → ④評価 → ⑤課題
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テキスト，プリント理科【小5】2・3月 指導ユニット 『 』指導語彙・表現
指導ユニット 指導語彙・表現 S3 中級指導 S4 上級指導

１０ ふりこの動き ★おもりを使い，おもりの重さや糸の長さなどをかえて振り子の動くようすを調べ，振り子の運動
の規則性についての考えをもつことができるようにする。
●糸に吊したおもりが１往復する時間は，おもりの重さなどによっては変わらないが，糸の長さ

によって変わること。

１ ふりこの1往復する時間 【用語】 ふりこ ふれはば メトロノーム

○ふりこ－糸におもりをつけ，おもりを横に引いて放すと，おもリは行ったり来たりをくり返す。
○ふりこが1往復する時間がちがっていた原因には 『ふれはば，ふりこの長さ，おもりの重さ』の，
3つがあると考えられる。

？ふりこを作って動かしてみよう。作ったふりこはどれも同じように動くのだろうか。
→作ったふりこはどれも左右にゆれ続けたが，１往復する時間はふりこによってちがっていた。

？ふりこの1往復する時間は，何によって変わるのだろうか。
→ふりこが1往復する時間は，ふりこのふれはばやおもりの重さによっては変わらない。
1往復する時間を変えるのはふりこの長さである。
ふりこが長いときほど1往復する時間が長くなる。
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【指導の流れ】 ①語彙・表現・テキスト → ② プリント(問題) → ③ テスト → ④評価 → ⑤課題


